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１．問題意識

⑴　人的資本経営の発信力と投資家の咀嚼力
三瓶　まず本日のテーマについて、問題意識など

をうかがいたい。私が関心を持っているのは、人

的資本経営についての企業の発信力と、それに対

する投資家の「咀嚼力」だ。この咀嚼力というの

は、企業が発信した情報を投資家がどう使いこな

すかということだ。その前に、なぜ「人材」では

なく「人的資本」という言葉が使われるようにな

ったのかを整理したい。

　人的資本は英語でHuman Capitalだが、Capital

の語源はラテン語のcaput（頭）だ。したがって、

人的資本という財務的なイメージを持つ言葉より
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